
北区では 概ね令和１５年度頃の 新庁舎開庁に向けて準備をしております。

なお、この後は東京都北区新庁舎建設基本計画（案）を「基本計画」と呼ばせ
ていただきます。
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基本計画は、令和３年度末にとりまとめた中間のまとめをベースに東京都北区
新庁舎建設基本計画専門家会議を通して説明会、ｗｅｂアンケート等から皆さま
の意見を受けて、案としてとりまとめました。

具体的には、コラム等を追加しわかりやすくした１〜４編部分と、中間のまと
め後に追加した事業計画の５編、今後の検討に向けての６編をあわせた構成です。
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スライド（上部参照）を参考資料としながら、基本計画についての説明です。
右上に本文とあるページ数は基本計画のページ数、概要とあるページ数は概要

版のページ数です。見やすいものをご活用いただければと思いますが、概要版に
は掲載されていない部分もございますので、基本計画本文を参照にしていただく
のが良いと思います。

本文１ページです。

第1編 新庁舎建設の背景では、表のようにこれまでの検討経緯をまとめており
ます。

平成23年度 基本構想の策定
平成29年度 建設予定地の選定
今年度の 基本計画策定予定

等を示しております。
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本文３ページです。

第2編 基本的な考え方では、基本計画における基本的な考え方を整理しており
ます。

図では基本計画の位置が設計の前段階であることを示しております。

なお、基本計画は
① 条件設定や要求水準の明確化
② 区が取り組むべき業務や、サービスの改善、にぎわいづくり等につい

ての考え方
③ 今後のスケジュールやコスト等

の全体像を明らかにします。
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本文６ページです。

建設予定地の概要は中間のまとめでは記載がありませんでしたが、区民の皆さ
まからの質疑が多かったため、北区公式ホームページに出ている建設予定地が国
立印刷局王子工場用地の一部になった経緯を再編集して記載しております。
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本文９ページです。

建設予定地は地図でお示しの部分です。約10,000㎡を新庁舎建設に活用予定で
す。なお、国立印刷局王子工場では、区に土地の一部を譲渡した後も引き続き事
業を継続していくため、一部施設の解体、新築、移転に向けた準備が進められて
おります。

土地の引渡しについては令和10年度以降になる見通しです。
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本文１０ページです。

最初のコラム〜新庁舎をきっかけにした防災力の向上〜です。

区民の皆さまからの意見質問が多かった項目のため、コラムとして改めてまと
めました。

新庁舎は、区全体の災害に対応し、建設予定地では利便性やまちづくりだけで
なく、王子駅周辺の防災性向上、さらに、王子地区全体の防災性向上への波及が
望まれているとあらためて記載しました。

コラムは、このように本編の内容をフォローしながら改めて区の意見をまとめ
るものと、後で出てきますが、単純な語句等の説明の２種類がございます。
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本文１１ページです。

王子駅周辺まちづくりは新庁舎とも関係が深く、こちらも同時にパブリックコ
メントを行っており、来年３月に策定を予定している、「王子駅周辺まちづくり
ガイドライン」を紹介しております。

ちなみに新庁舎建設予定地は３種類の位置づけがされており、
・オレンジの点線で囲まれた「ウォーカブル・ガーデン」
・赤い系統の色で塗られている「拠点形成エリア」
・赤い点線で囲まれた「先行実施地区」

としております。

王子駅前に活力とにぎわいの拠点形成を図り、まちづくりの効果を周辺に波及
させる重要な核となる事業として期待されています。
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本文１４ページです。

現庁舎の概要と課題では基本構想時からの課題
・安全
・老朽
・分散
・狭あい
・環境

と、建設予定地が決定してからの新たな課題
・災害への対応
・にぎわい創出

をまとめております。
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本文１７ページです。

これからの庁舎の役割と北区らしさ。
令和元年度に開催された「北区らしさ」をテーマにした区民ワークショップで

は「人が人を大事にするところ」が北区らしさとして感じられたため、「区民と
行政が顔の見える関係を育みながら、新しい時代のサービスや協働の取り組みを
支える場」となることを目指し、検討していくこととしました。
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本文１８ページです。

コラム〜開庁後を見据えた庁舎のあり方〜では、DX と庁舎規模の関係を書い
ています。

新庁舎は先ほどの方針通り、適切な庁舎規模を確保することが必要で、必要な
庁舎規模が小さくなるときには、災害対策機能の充実、公共施設の再配置や王子
駅周辺まちづくり等を踏まえて、積極的な転用を図ることにしているとまとめて
います。
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本文２０ページです。

整備基本方針。
基本構想から基本計画でまとめること等、今までの流れを１枚にまとめたもの

です。普遍的である、基本理念「人と環境にやさしく、区民に開かれた 北区の
シンボル」これを基本構想では、５つのめざすべき庁舎像にまとめ、その後の検
討で追加されたものとあわせて、基本計画では、６つの整備基本方針にまとめ、
基本機能、必要な性能、施設計画、事業計画の４つを具体化しております。

各々この後説明します。
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本文２３ページです。

第３編 新庁舎の機能と性能です。第１章、新庁舎に備える基本機能です。

基本機能１つ目は防災拠点機能です。

ここでは、方針、被害想定を決定し、役割を再確認しました。

「東京都北区地域防災計画」では、現庁舎には災害対策本部が設置されること
が定められております。

災害対策本部室では、区内の被害状況を的確に把握しつつ、関係機関との連携
を図り、適切な指揮、決定等を行います。
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本文２５ページです。

新庁舎でも災害時における区有施設等の役割を検討しました。
なお、東京都北区地域防災計画において、庁舎は避難所等には指定されていま

せんが、避難行動時において適切な場所に避難するまで、一時的に身を寄せる可
能性についても配慮する必要があります。
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本文２７ページです。

コラム〜非常時に備えるためのスペースの余裕〜では多目的に活用できる空間
を持つことが大切、としております。
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本文２８ページです。

基本機能２つ目は区民サービス機能です。

区民サービス機能の基本的な考え方は、来庁者が「来て良かった」と感じるこ
とのできるサービスを提供することを目指します。

開庁までの時間を要するため、区民サービスのあり方が大きく変わる可能性が
あり、来庁しなくてもできることが増えると考えられます。そんな中、役所に来
庁される方々には、相談機能の充実、利便性、プライバシーに配慮した快適な環
境づくりを考慮する必要があると思います。
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本文２９ページです。

窓口の配置はいくつかのパターンを比較検討しました。

① 来庁者が少ない移動でサービスを受けられる
② 来庁者が一つの窓口で様々な手続きを済ませられる

という2つの考え方のもと、窓口機能を集約した、北区版総合窓口を目指し、配
置を検討していきます。
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本文３１ページです。

基本機能3つ目は区民交流・協働推進機能です。

新庁舎で目指すにぎわい・交流・協働の関係性に示すように、新庁舎全体で、
多様な人々が集まり「にぎわい」を生み出すことで、その場所に「交流」が生ま
れ、その中から「協働」につながる活動が生まれる場となることを目指します。

新庁舎を利用することを通じて、北区との関わりを深めながら豊かなライフス
タイルを実現できること、さらには王子駅周辺の価値が高まり、全ての人にとっ
て「きたくなる庁舎」となることを目指します。
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本文３３ページです。

区民や企業の参加と低層部の管理は、様々な手法が考えられます。これは 概
念的なイメージを整理した結果に過ぎませんが、具体的な機能、管理運営の手法、
エリア区分、事業採算性、連携のための工夫、まちづくりへの展開について、区
民や企業や「王子駅周辺まちづくりガイドライン」で考える
エリアプラットフォーム等と連携し、新庁舎の設計と並行して検討を進めていき
ます。

新庁舎が開庁したのち、王子駅周辺まちづくりと連携した、新庁舎に適したコ
ンテンツを、その時々に応じて更新しながら、北区が目指す「きたくなる庁舎」
のため、ふさわしい担い手が管理・運営していくことが望ましく、担い手にとっ
てもメリットがあることが求められます。
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本文３６ページです。

基本機能４つ目は議会機能です。

議会機能の方針は議決機関としての独立性とセキュリティを確保しつつ、区民
にとってより身近で開かれた議会の実現を目指します。

基本的な条件と必要諸室は、区民を代表する議決機関の顔としてふさわしい、
北区らしさを備えたデザインとします。
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本文３８ページです。

基本機能５つ目は執務機能です。

執務機能の方針は、職員の満足度が高い庁舎であることは生産性を高めること
ができるだけでなく、来庁者へのサービス向上にもつながります。

執務フロアの構成は、組織改正や業務量の変化にも柔軟に対応でき、関連する
部署同士のコミュニケーションを活性化できるよう、写真はあくまで参考事例の
イメージですが、仕切り壁のないオープンなフロアを基本とします。
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本文４４ページです。

基本機能６つ目は、複合化する機能です。

男女共同参画活動拠点施設スペースゆう、北区 NPO・ボランティア ぷらざ、
北区社会福祉協議会の機能を複合化の対象とすることを基本として今後の検討を
進めます。
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本文４５ページです。

第２章新庁舎に必要な性能です。必要な性能１つ目は業務継続性です。

・地震対策
・水害対策
・各種ライフライン等の対策

について、災害時も必要な業務が継続できるよう対策を検討していきます。
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本文４９ページです。

断面図はイメージです。

・地震対策では低層部のオープンスペースの活用等
・水害対策では止水板の設置や機械室を非浸水階に設置等
・各種ライフライン等の対策では、引き込みの多重化や建物内の二重化等、

業務継続対策を検討していきます。
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本文５１ページです。

必要な性能２つ目は環境性能です。

省エネ目標は
・CASBEE Sランク の取得
・ZEB Oriented の達成

としております。
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本文５５ページです。

緑化の推進については、王子駅東側エリアはまとまった緑地が少ないことから、
区民の憩いの場、ヒートアイランド対策、景観形成面にも寄与等、地上部を中心
に積極的な緑化を図ります。
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本文５７ページです。

必要な性能3つ目はセキュリティです。

セキュリティ対策の目的である
・来庁者への親切な対応と職員の働きやすさを両立する
・一部のエリアは休日や時間外にも多くの人々が利用する

を実現するための対策を計画します。
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本文５９ページです。

必要な性能4つ目はユニバーサルデザインです。

全ての人にやさしい環境を実現するため、誰もが安心して快適に利用できる庁
舎を整備します。

そのためには、わかりやすく、ゆとりがあり、快適な計画が必要です。
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本文６１ページです。

必要な性能５つ目は柔軟性です。

様々な変化に対する柔軟性が求められます。

・頻繁にある行政サービス等の変化
・長期的な社会や周辺環境に対する状況の変化
・平時に対して災害時の刻々と変わる状況の変化

新庁舎には変化に対応できる柔軟性が必要です。
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本文６３ページです。

必要な性能6つ目はメンテナンス性です。

１００年以上の長期間にわたって庁舎を使用していくことを目指して、ライフ
サイクルコストを抑えたロングライフ庁舎を整備します。

そのためにメンテナンスしやすい庁舎を目指します。
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本文６４ページです。

第４編施設計画です。

今後の設計を進めていくうえで必要な条件設定をしております。

第１章 条件設定、職員数と組織です。

北区の人口はＨＰにも掲載されておりますが、令和３年１０月の「北区人口推
計調査報告書」において表のように、２０年後の令和２３年でも現在を上回る人
口が予想されております。

そのため、職員数は現在の１５３７人を維持していくこととしております。
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本文６６ページです。

建設予定地の条件は、商業地域と準工業地域にまたがっており、現在の都市計
画等による、どのくらいの規模の建物が建てられるかが規定された容積率等、法
的条件については表のとおりです。
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本文７０ページです。

規模の設定は令和元年度にオフィス環境調査を行い、必要面積を検証しました。
そこから一定程度の面積削減に取り組み、駐車場等の面積を加え、約４８５０

０㎡と設定しました。

他区の基本計画規模と比較し、妥当である確認をしております。
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本文７４ページです。

条件設定のまとめは基本構想からの変化等を整理し、その後都市開発諸制度の
活用で、容積率等の緩和を検討していくことを記載しております。
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本文７６ページです。

第２章施設整備イメージは、周辺の状況や基本機能、条件設定をふまえたうえ
で、設計の足掛かりとなるいくつかの考え方について示します。

施設や機能の配置について示したイメージ図は、施設整備の一例を単純化して
示したものであり、建物の配置や形状、高さ、階数、各階のプラン、広場・駐車
場・駐輪場の位置等については、創意工夫と設計における提案により決定してい
きます。

配置及び動線の考え方では、王子駅周辺まちづくりガイドラインの重点的な取
り組み動線や屋外施設について示しています。
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本文８１ページです。

断面構成のイメージです。来庁者の利便性、セキュリティの確保、災害時の想
定、施設の維持管理等の観点からフロアゾーニングを検討いたします。

ここまでが中間のまとめで示している部分です。
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本文８３ページです。

第５編 事業計画です。

事業スケジュールでは、
・新庁舎の早期開庁が望ましいこと
・都市開発諸制度等の活用が検討されること
・建設予定地の取得が令和10 年度以降となる見込みであること

から、令和5年度から設計に着手し、その後敷地周辺の道路等の基盤整備に取り
かかり、次に建設工事に取りかかることを想定し、概ね令和15年度頃の開庁を
目指した、事業スケジュールを示しています。
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本文８４ページです。

事業の進め方ではまず、公共施設の設計や建設、施設の運営・維持管理等、事
業の進め方をどうするか、これを事業手法と言いますが、

・区民・区の意向が、区が工事仕様を決定するため取り入れやすいこと
・新庁舎の早期開庁を目指すため、建設予定地が未取得であっても、

スケジュールを調整しながら設計を進めることが可能なこと
・区が維持管理することで、公共のために柔軟に活用しやすいこと

等から、行政で一般的に採用されている直営方式を選択しております。
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本文８６ページです。

次に、どのように設計や工事をどのように契約するか、これを発注方式 と言
いますが、

・区が工事仕様を決定するため、区民・区の意向を一番反映できること
・実施設計をもとに、具体的な内容で積算するため、工事費の精度・透

明性が高いこと
・新庁舎の早期開庁を目指すため、建設予定地が未取得であっても、設

計だけを進めておき、取得後ただちに工事着手できること
等から、こちらも行政で一般的に採用されている設計施工分離発注方式を選択し
ております。

ただし、今後も建設予定地周辺状況も考えつつ、今後の検討を行います。
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本文８８ページです。

概算事業費は建設予定地の土地取得費も含め、現時点での試算をしております。

・新庁舎建設工事費 330億円（設計等を含む）
・その他経費 40億円
・土地取得費 120億円
・合計 490億円

です。
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本文８９ページです。

概算事業費の妥当性を、３つの視点から比較検討をしました。

１つ目は基本構想との比較です。
庁舎規模と建設単価の変化から確認しました。庁舎規模が人口、職員数の変化

等から大きくなったこと建設単価が物価上昇、消費税の変化、社会的要求水準の
変化により増額していることから、妥当である確認をしました。
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本文９０ページです。

２つ目は他区計画との比較、３つ目は他自治体の計画との比較をしております。

どちらも区が設定した建設単価が妥当である確認ができました。

今後の社会情勢等を注視しながら、設計段階においてもコストオーバーとなら
ないように、全体的にVE提案を行い、建物の性能や品質を下げずにコストを抑
える合理化を図ることで、事業費の縮減に努めます。
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本文９１ページです。

財源見込みです。

・基金 ２５０億円
・起債 １００億円
・現庁舎敷地売却益 ８０億円
・一般財源 ６０億円
・合計 ４９０億円

です。

基本的な考え方としては、一般財源負担を軽減するとともに、後年度の単年度
負担額を抑制するため、基金と起債のバランスを図りつつ、最大限活用すること
とします。
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本文９２ページです。

第６編 今後の検討に向けてです。

新庁舎建設の今後の取り組みについて、事業スケジュールをよりわかりやすく
まとめております。

新庁舎の開庁まで、これから約10年の年月がかかります。
基本計画を策定した後、基本設計に着手し、今後、新庁舎の具体的な内容を定

め、実施設計、建設工事、移転、開庁へと進んでいきます。

基本理念である「人と環境にやさしく、区民に開かれた 北区のシンボル」を
実現するためには、これまで以上に多くの方の協力を受け、確実に推進していく
必要があります。

今後も積極的に、多様な意見を収集し、適切に事業に反映させるため、様々な
機会を設ける等、区民参画・公民連携の推進を図ります。
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巻末は資料編です。資料１、６は策定時に掲載しますが今までＨＰで公開して
いる情報をまとめたものになっております。

以上が基本計画の説明です。
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続いてパブリックコメントについてです。
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現在、北区ニュース12/10号や北区ホームページでお知らせさせていただいて
おりますが、パブリックコメントを実施中です。

実施期間は令和５年１月２０日金曜日まで、提出方法は北区ホームページ、窓
口へ持参、郵送、ファックスです。なお、本日お配りした用紙でも回答ができま
す。

策定の参考とさせていただきますので、たくさんのご意見をおまちしておりま
す。よろしくお願いいたします。
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